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１ 本校の概要 

 本校は、開校 65年をむかえ、交通の便がよい住宅街に 

ある。図書館の床全面改装・バーコードの導入と、徐  々

に、学校図書館運営が軌道に乗り始めている。 

 今年度は、新型コロナウイルス感染防止策を徹底しな 

がらも、児童の「読書熱」を絶やさない活動を、教職員・ 

学校図書館司書・図書ボランティアとともに進めてきた。 

２ 本校の実践 

（１） 読書活動の継続に向けた各種通信等  

 ア 学校だより 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 イ 教職員向け通信「よもよも通信」 

 

 

 

 

 

 

 

 ウ 感染防止に向けた学校図書館利用表の作成 

  図書委員会の児童に 

 よる貸出し制限を行っ 

 た。そこで、均等に学 

校図書館を利用できる 

よう利用表を作成し、 

担任による貸出しを可 

能にした。 

  

（２）学校応援団「図書ボランティア」の活動   

        【季節の掲示】 

 

 

 

 

児童が、学校図書館に通いたくなるよう季節の掲示だ

けでなく、参加型の掲示（おもしろかった本の紹介、ク

リスマスプレゼントで届けてほしいもの等を募集）を作

成し、児童に興味をもたせている。 

（３）「ＳＤＧｓ」を児童に浸透させ、深化させる取組 

（「ＳＤＧｓ」は、2030年までに世界が達成すべき目標） 

【学校図書館に「ＳＤＧｓ」コーナーを設置】 

 

 

  

   

 

本校では、２年前から高学年を中心に自主学習で取り

組んできた。今年度は、各学年で学級活動、総合的な学

習の時間を中心に「ＳＤＧｓ」の学習を取り入れた。そ

こで、児童の「もっと知りたい」という意欲に応えるた

め、学校図書館に「ＳＤＧｓコーナー」を設置した。本

の紹介だけでなく、ボランティアが自ら調べた資料を掲

示し、問題提起をし、児童の気付きや思考を高めている。 

３ 成果と今後の課題 

（１）成果 

 昨年度より、バーコードでの 

図書資料の管理を進めている。 

今年度は、図書委員会の活動が 

制限される中、担任が積極的に授業の中で、学校図書館

を利用する姿があった。これは「読書活動継続」に向け

た各種通信や、バーコードによる図書資料管理が可能に

なったことで、教職員が、学校図書館の利活用に意識が

向いたことにあると思う。 

（２）課題 

 バーコードの導入により、学校図書館の運営が行いや

すくなった。児童に人気の本、分類別の蔵書数など、今

後の選書に蔵書データを十分生かすことが、ますます読

書熱を高めることにつながる。今後は、各教科等との連

携を図り、学校図書館が、単に読書センターだけではな

く、学習・情報センターとして機能するよう、改善して

いく。 


